
JP 2020-63418 A 2020.4.23

(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】適度に高いΔε、適切な位相範囲と適切なΔｎを有する、液晶媒体の提供。
【解決手段】特定のヒンダードアミン構造を有する化合物、および、特定のヒンダードフ
ェノール構造を有する化合物、および特定の１種以上の化合物を含む、誘電的に正の液晶
媒体。
【選択図】なし
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　以下を含むことを特徴とする、正の誘電異方性を有する液晶媒体。
　ａ）１種以上の式Ｓ１およびＳ２の化合物
【化１】

（式中、個々の基は、互いに独立して、また、それぞれの出現ごとに、同一または異なり
、以下の意味を有する：
【化２】

　Ｒａ～Ｒｄは、１～１０個のＣ原子、好ましくは１～６個のＣ原子、非常に好ましくは
１～４個のＣ原子、最も好ましくはメチルを有する、直鎖状または分岐状のアルキルを示
し、
　Ｘは、Ｈ、ＣＨ３、ＯＨまたはＯ・、好ましくはＨを示し、
　Ａは、任意に置換された１～２０個のＣ原子を有する、直鎖状、分岐状または環状のア
ルキレン、好ましくは－（ＣＨ２）８－を示し、そして
　ｎは、１～６の整数を示す。）
ならびに、
　ｂ）式ＩＩおよびＩＩＩの化合物群から選択される１種以上の化合物
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【化３】

（式中、
　Ｒ２およびＲ３は、互いに独立して、１～７個のＣ原子を有するアルキル、アルコキシ
、フッ素化アルキルまたはフッ素化アルコキシ、２～７個のＣ原子を有するアルケニル、
アルケニルオキシ、アルコキシアルキルまたはフッ素化アルケニルを示し、
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【化４】

　Ｌ２１、Ｌ２２、Ｌ３１およびＬ３２は、互いに独立して、ＨまたはＦを示し、
　Ｘ２およびＸ３は、互いに独立して、ハロゲン、１～３個のＣ原子を有するハロゲン化
アルキルまたはアルコキシ、または２もしくは３個のＣ原子を有するハロゲン化アルケニ
ルまたはアルケニルオキシを示し、
　Ｚ３は、－ＣＨ２ＣＨ２－、－ＣＦ２ＣＦ２－、－ＣＯＯ－、トランス－ＣＨ＝ＣＨ－
、トランス－ＣＦ＝ＣＦ－、－ＣＨ２Ｏ－または単結合を示し、そして
　ｍおよびｎは、互いに独立して、０、１、２、または３を示す。）
ならびに／または、
ｃ）１種以上の式ＩＶの化合物
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【化５】

（式中、
　Ｒ４１およびＲ４２は、互いに独立して、式ＩＩの下にＲ２について上に示される意味
を有し、

【化６】

　Ｚ４１とＺ４２は、互いに独立して、そして、もしＺ４１が２回出現する場合は、これ
らも互いに独立して、－ＣＨ２ＣＨ２－、－ＣＯＯ－、トランス－ＣＨ＝ＣＨ－、トラン
ス－ＣＦ＝ＣＦ－、－ＣＨ２Ｏ－、－ＣＦ２Ｏ－、－Ｃ≡Ｃ－、または単結合を示し、そ
して
　ｐは、０、１または２を示す。）
ならびに／または、
ｄ）１種以上の式ＶＩＩＩの化合物
【化７】
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（式中、
　Ｒ８１およびＲ８２は、互いに独立して、Ｒ２について示される意味を有し、そして
【化８】

【化９】

　Ｚ８１およびＺ８２は、互いに独立して、－ＣＨ２ＣＨ２－、－Ｃ≡Ｃ－、－ＣＯＯ－
、トランス－ＣＨ＝ＣＨ－、トランス－ＣＦ＝ＣＦ－、－ＣＨ２Ｏ－、－ＣＦ２Ｏ－また
は単結合を示し、
　ｓは、０または１を示し、そして
　Ｌ８１およびＬ８２は、互いに独立して、Ｃ－ＦまたはＮを示し、そして
【化１０】

　Ｌ８１およびＬ８２のうちの一方またはその両方は、代替的にＣ－Ｈを示してもよい。
）
【請求項２】
　以下を含むことを特徴とする、請求項１に記載の媒体。
－　式ＩＩおよびＩＩＩの化合物群から選択される１種以上の化合物
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【化１１】

（式中、
　Ｒ２およびＲ３は、互いに独立して、１～７個のＣ原子を有するアルキル、アルコキシ
、フッ素化アルキルまたはフッ素化アルコキシ、２～７個のＣ原子を有するアルケニル、
アルケニルオキシ、アルコキシアルキルまたはフッ素化アルケニルを示し、
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【化１２】

　Ｌ２１、Ｌ２２、Ｌ３１およびＬ３２は、互いに独立して、ＨまたはＦを示し、
　Ｘ２およびＸ３は、互いに独立して、ハロゲン、１～３個のＣ原子を有するハロゲン化
アルキルまたはアルコキシ、または２もしくは３個のＣ原子を有するハロゲン化アルケニ
ルまたはアルケニルオキシを示し、
　Ｚ３は、－ＣＨ２ＣＨ２－、－ＣＦ２ＣＦ２－、－ＣＯＯ－、トランス－ＣＨ＝ＣＨ－
、トランス－ＣＦ＝ＣＦ－、－ＣＨ２Ｏ－または単結合を示し、そして
　ｍおよびｎは、互いに独立して、０、１、２、または３を示す。）
【請求項３】
　以下を含むことを特徴とする、請求項１または２のうちの１項に記載の媒体。
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－　１種以上の式ＩＶの化合物
【化１３】

（式中、
　Ｒ４１およびＲ４２は、互いに独立して、式ＩＩの下に請求項２におけるＲ２について
上に示される意味を有し、

【化１４】

　Ｚ４１およびＺ４２は、互いに独立して、そして、もしＺ４１が２回出現する場合は、
これらも互いに独立して、－ＣＨ２ＣＨ２－、－ＣＯＯ－、トランス－ＣＨ＝ＣＨ－、ト
ランス－ＣＦ＝ＣＦ－、－ＣＨ２Ｏ－、－ＣＦ２Ｏ－、－Ｃ≡Ｃ－、または単結合を示し
、そして
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　ｐは、０、１または２を示す。）
【請求項４】
　媒体中の式Ｓ１およびＳ２の化合物の総濃度が１ｐｐｍ～５、０００ｐｐｍの範囲であ
ることを特徴とする、請求項１～３のいずれか１項に記載の媒体。
【請求項５】
　式Ｓ１およびＳ２の化合物が、それらの下位式Ｓ１ａおよびＳ１ｂならびにＳ２ａおよ
びＳ２ｂの化合物群からそれぞれ選択される化合物であることを特徴とする、請求項１～
４のいずれか１項に記載の媒体。
【化１５】
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（式中、ｎは、１～６の整数を示す。）
【請求項６】
　請求項２に示される式ＩＩの１種以上の化合物を含むことを特徴とする、請求項１～５
のいずれか１項に記載の媒体。
【請求項７】
　請求項２に示される式ＩＩＩの１種以上の化合物を含むことを特徴とする、請求項１～
６のいずれか１項に記載の媒体。
【請求項８】
　式Ｖの１種以上の誘電的に中性の化合物を含むことを特徴とする、請求項１～７のいず
れか１項に記載の媒体。

【化１６】

（式中、
　Ｒ５１およびＲ５２は、互いに独立して、請求項２における式ＩＩの下にＲ２について
示される意味を有し、
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【化１７】

　Ｚ５１およびＺ５２は、互いに独立して、そして、もしＺ５１が２回出現する場合は、
これらも互いに独立して、－ＣＨ２ＣＨ２－、－ＣＯＯ－、トランス－ＣＨ＝ＣＨ－、ト
ランス－ＣＦ＝ＣＦ－、－ＣＨ２Ｏ－、－ＣＦ２Ｏ－、または単結合を示し、そして
　ｒは、０、１または２を示す。）
【請求項９】
　請求項１～８のいずれか１項に記載の媒体を含むことを特徴とする、液晶ディスプレイ
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。
【請求項１０】
　アクティブマトリクスによりアドレス指定されることを特徴とする、請求項９に記載の
ディスプレイ。
【請求項１１】
　液晶ディスプレイにおける請求項１～８のいずれか１項に記載の媒体の使用。
【請求項１２】
　請求項１に記載の式Ｓ１およびＳ２の１種以上の化合物が、請求項２および３のいずれ
か１項に記載の１種以上の化合物、および／または１種以上のさらなるメソゲン化合物、
および／または１種以上の添加剤と混合されることを特徴とする、請求項１～８のいずれ
か１項に記載の媒体の調製方法。
 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、液晶媒体、およびこれらの媒体を含む液晶ディスプレイ、特にアクティブマ
トリクスによってアドレス指定されるディスプレイ、特にツイステッドネマチック（ｔｗ
ｉｓｔｅｄ　ｎｅｍａｔｉｃ；ＴＮ）、面内スイッチング（ｉｎ－ｐｌａｎｅ　ｓｗｉｔ
ｃｈｉｎｇ；ＩＰＳ）またはフリンジフィールドスイッチング（ｆｒｉｎｇｅ－ｆｉｅｌ
ｄ　ｓｗｉｔｃｈｉｎｇ；ＦＦＳ）タイプのディスプレイに関する。
【背景技術】
【０００２】
　液晶ディスプレイ（ｌｉｑｕｉｄ－ｃｒｙｓｔａｌ　ｄｉｓｐｌａｙ；ＬＣＤ）は、多
くの分野で情報の表示に使用されている。ＬＣＤは、直視型ディスプレイと投影型ディス
プレイの両方に使用される。使用される電気光学モードは、例えば、ツイストネマティッ
ク（ＴＮ）、スーパーツイストネマティック（ｓｕｐｅｒ　ｔｗｉｓｔｅｄ　ｎｅｍａｔ
ｉｃ；ＳＴＮ）、光学補償ベンド（ｏｐｔｉｃａｌｌｙ　ｃｏｍｐｅｎｓａｔｅｄ　ｂｅ
ｎｄ；ＯＣＢ）、電気制御複屈折（ｅｌｅｃｔｒｉｃａｌｌｙ　ｃｏｎｔｒｏｌｌｅｄ　
ｂｉｒｅｆｒｉｎｇｅｎｃｅ；ＥＣＢ）モード、およびそれらの様々な改変、などである
。これらのモードは全て、基板または液晶層に実質的に垂直な電界を利用する。これらの
モードに加えて、例えば、インプレーンスイッチング（ＩＰＳ）モード（例えば、ＤＥ４
０００４５１およびＥＰ０５８８５６８に開示）や、強い「フリンジ電界」、すなわち、
電極の端に近い強い電界と、セル全体に、強い垂直成分と強い水平成分の両方を持つ電界
が存在するフリンジフィールドスイッチング（ＦＦＳ）モードなどといった、基板または
液晶層に実質的に平行な電界を利用する電気光学モードもある。特に後者の２つの電気光
学モードは、最新のデスクトップモニターのＬＣＤに使用され、テレビやマルチメディア
アプリケーションのためのディスプレイにおける使用が意図されている。本発明による液
晶は、好ましくはこのタイプのディスプレイに使用される。一般に、ＦＦＳディスプレイ
では、誘電異方性の値がかなり低い誘電的に正の液晶媒体が使用されるが、ＩＰＳディス
プレイでは、誘電異方性が約３またはそれ未満の液晶媒体も使用される場合がある。
【０００３】
　これらのディスプレイには、特性が改善された新たな液晶媒体が必要とされる。特に、
多くの種類のアプリケーションで、アドレス時間を改善する必要がある。したがって、粘
度が低い液晶媒体（η）、特に低い回転粘度（γ１）が要求される。モニター用途では特
に、回転粘度は８０ｍＰａ・ｓ以下、好ましくは６０ｍＰａ・ｓ以下、特に５５ｍＰａ・
ｓ以下とすべきである。このパラメーターに加えて、媒体は、適切な幅と位置のネマチッ
ク位相範囲と適切な複屈折（Δｎ）を有していなければならない。さらに、誘電率異方性
（Δε）は、かなり低い動作電圧を可能にするために十分に高くすべきである。Δεは、
好ましくは２より大きく、より好ましくは３より大きくすべきであるが、少なくともかな
り高い抵抗率を妨げるであろうことから、好ましくは２０より大きくなく、特に１７を超
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えないようにすべきである。
【０００４】
　ノートブックまたは他のモバイル用途のディスプレイとしてのアプリケーションでは、
回転粘度は、好ましくは１２０ｍＰａ・ｓ以下、特に好ましくは１００ｍＰａ・ｓ以下と
すべきである。ここで、誘電率異方性（Δε）は、好ましくは８より大きく、特に好まし
くは１２より大きくすべきである。
【０００５】
　本発明によるディスプレイは、アクティブマトリクス（ａｃｔｉｖｅ－ｍａｔｒｉｘ　
ＬＣＤ、略してＡＭＤ）によって、好ましくは薄膜トランジスタ（ｔｈｉｎ－ｆｉｌｍ　
ｔｒａｎｓｉｓｔｏｒ；ＴＦＴ）のマトリクスによって、アドレスされることが好ましい
。しかしながら、本発明による液晶は、他の既知のアドレス手段を有するディスプレイに
も有利に使用されうる。
【０００６】
　低分子量液晶材料とポリマー材料の複合系を用いる、数多くの異なるディスプレイモー
ドが存在する。これらは、例えば、ＷＯ９１／０５０２９に開示されているような、ポリ
マー分散液晶（ｐｏｌｙｍｅｒ　ｄｉｓｐｅｒｓｅｄ　ｌｉｑｕｉｄ　ｃｒｙｓｔａｌ；
ＰＤＬＣ）、ネマティック曲線配列相（ｎｅｍａｔｉｃ　ｃｕｒｖｉｌｉｎｅａｒｌｙ　
ａｌｉｇｎｅｄ　ｐｈａｓｅ；ＮＣＡＰ）およびポリマーネットワーク（ｐｏｌｙｍｅｒ
　ｎｅｔｗｏｒｋ；ＰＮ）システム、あるいは、軸対称マイクロドメイン（ａｘｉａｌｌ
ｙ　ｓｙｍｍｅｔｒｉｃ　ｍｉｃｒｏｄｏｍａｉｎ；ＡＳＭ）システム、などである。こ
れらとは対照的に、本発明による特に好ましいモードは、表面上に配向された液晶媒体自
体を使用する。これらの表面は典型的には、液晶材料の均一な配列を達成するために前処
理される。本発明によるディスプレイモードは、好ましくは複合層に実質的に平行な電界
を使用する。
【０００７】
　ＬＣＤ、そして特にＩＰＳディスプレイに適した液晶組成物は、例えば、ＪＰ０７－１
８１４３９（Ａ）、ＥＰ０６６７５５５、ＥＰ０６７３９８６、ＤＥ１９５０９４１０、
ＤＥ１９５２８１０６、ＤＥ１９５２８１０７、ＷＯ９６／２３８５１およびＷＯ９６／
２８５２１から既知である。しかしながら、これらの組成物は重大な欠点を有している。
欠陥の中でもとりわけ、それらのほとんどは、不利なほど長いアドレス時間をもたらし、
抵抗率の値が不十分であり、かつ／または過度に高い動作電圧を必要とする。さらに、Ｌ
ＣＤの低温動作を改善する必要がある。動作特性の改善と有効期間の改善、特に可視光お
よび紫外線に対する安定性、さらには熱、特に、熱と光および／または紫外線の組み合わ
せに対する安定性の改善の両方が、ここで必要とされる。
【０００８】
　これは、ディスプレイの通常のライフサイクルだけでなく、ディスプレイの製造におけ
る個々の工程（通常の動作と比較して極端な負荷がかかる場合がある）にも関係する。よ
って、例えば、フレームの結合の製造においては、既に液晶を含むディスプレイの非常に
高い熱負荷を引き起こすプロセスが頻繁に使用される。液晶が損傷されることなく、この
強い熱負荷に可能な限り耐えるために、１種以上の熱安定剤を液晶配合物に加えることが
それ相応に有利である。次いで、その後のディスプレイの日常の動作では、バックライト
の光による負荷と周囲光、典型的には昼光による負荷、および環境からの温度負荷が、重
要な負荷要因として生じうる。これは特に、様々な負荷量の組み合わせが、実際面では特
に重要となりうることを意味する。
【０００９】
　このような様々な負荷の組み合わせは、連続した時間系列で発生する場合と、時間的に
並行して発生する場合のどちらもありうる。したがって、例えば、電子広告パネルとして
使用されるディスプレイは、設置場所に応じて、動作中および休止状態において、強い熱
と日射を同時に受ける場合がある。
【００１０】



(15) JP 2020-63418 A 2020.4.23

10

　とりわけ欧州特許第３２４６３７４号は、以下を含む、誘電的に正のＬＣ混合物を開示
している：
【００１１】
【化１】

【００１２】
　ＥＰ３１１２４４１もまた、以下を含む、誘電的に正のＬＣ混合物を開示している：
【００１３】
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【化２】

【先行技術文献】
【特許文献】
【００１４】
【特許文献１】ＤＥ４０００４５１
【特許文献２】ＥＰ０５８８５６８
【特許文献３】ＷＯ９１／０５０２９
【特許文献４】ＪＰ０７－１８１４３９（Ａ）
【特許文献５】ＥＰ０６６７５５５
【特許文献６】ＥＰ０６７３９８６
【特許文献７】ＤＥ１９５０９４１０
【特許文献８】ＤＥ１９５２８１０６
【特許文献９】ＤＥ１９５２８１０７
【特許文献１０】ＷＯ９６／２３８５１
【特許文献１１】ＷＯ９６／２８５２１
【特許文献１２】欧州特許第３２４６３７４号
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【特許文献１３】ＥＰ３１１２４４１
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１５】
　多くの液晶媒体、特に大きな極性または高い誘電異方性を有するものは、実際のアプリ
ケーションに必要な高い安定性の要件を満たさない。
【００１６】
　したがって、広いネマチック相範囲、使用されるディスプレイの種類に対応する適切な
光学異方性Δｎ、高いΔεおよび、特に短い応答時間のための特に低い粘度など、実際の
アプリケーションに適した特性を有する液晶媒体に対する少なからぬ需要がある。
【課題を解決するための手段】
【００１７】
　驚くべきことに、今回、先行技術からの材料の欠点を持たないか、または少なくとも有
意に低減された程度にしか欠点を持たず、適度に高いΔε、適切な位相範囲と適切なΔｎ
を有する、液晶媒体を達成することが可能であることが見出された。
【００１８】
　驚くべきことに、以下に示す式Ｓ１およびＳ２の化合物は、液晶混合物のかなりの、ほ
とんどの場合において十分な、安定化をもたらすことが、ここで見出された。
【発明を実施するための形態】
【００１９】
　本発明は、ネマチック相と正の誘電異方性とを有する液晶媒体に関し、以下を含む：
【００２０】
　ａ）好ましくはそれぞれ１ｐｐｍ～５、０００ｐｐｍの範囲の濃度、より好ましくはそ
れぞれ１００ｐｐｍ～２、０００ｐｐｍの範囲の濃度である、式Ｓ１の１種以上の化合物
および式Ｓ２の１種以上の化合物。
【００２１】
【化３】

【００２２】
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（式中、個々の基は、互いに独立して、また、それぞれの出現ごとに、同一または異なり
、以下の意味を有する：
【００２３】
【化４】

【００２４】
　Ｒａ－ｄは、１～１０個のＣ原子、好ましくは１～６個のＣ原子、非常に好ましくは１
～４個のＣ原子、最も好ましくはメチルを有する、直鎖状または分岐状のアルキルを示し
、
　Ｘは、Ｈ、ＣＨ３、ＯＨまたはＯ・、好ましくはＨを示し、
　Ａは、任意に置換された１～２０個のＣ原子を有する、直鎖状、分岐状または環状のア
ルキレン、好ましくは－（ＣＨ２）８－を示し、そして
　ｎは、１～６の整数、好ましくは３を示す。）
ならびに、
【００２５】
ｂ）式ＩＩおよびＩＩＩの化合物の群から選択される１種以上の化合物。
【００２６】

【化５】

【００２７】
（式中、
　Ｒ２およびＲ３は、互いに独立して、１～７個のＣ原子を有するアルキル、アルコキシ
、フッ素化アルキルまたはフッ素化アルコキシ、２～７個のＣ原子を有するアルケニル、
アルケニルオキシ、アルコキシアルキルまたはフッ素化アルケニルを示し、好ましくはＲ
２およびＲ３は、アルキルまたはアルケニルを示し、
【００２８】
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【化６】

【００２９】
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　Ｌ２１、Ｌ２２、Ｌ３１およびＬ３２は、互いに独立して、ＨまたはＦを示し、好まし
くはＬ２１および／またはＬ３１は、Ｆを示し、
　Ｘ２およびＸ３は、互いに独立して、ハロゲン、１～３個のＣ原子を有するハロゲン化
アルキルまたはアルコキシ、または２もしくは３個のＣ原子を有するハロゲン化アルケニ
ルまたはアルケニルオキシ、好ましくはＦ、Ｃｌ、－ＯＣＦ３または－Ｏ－ＣＨ＝ＣＦ２

、－ＣＦ３、特にＦ、－ＯＣＦ３または－Ｏ－ＣＨ＝ＣＦ２を示し、
　Ｚ３は、－ＣＨ２ＣＨ２－、－ＣＦ２ＣＦ２－、－ＣＯＯ－、トランス－ＣＨ＝ＣＨ－
、トランス－ＣＦ＝ＣＦ－、－ＣＨ２Ｏ－または単結合、好ましくは－ＣＨ２ＣＨ２－、
－ＣＯＯ－、トランス－ＣＨ＝ＣＨ－または単結合、非常に好ましくは－ＣＯＯ－、トラ
ンス－ＣＨ＝ＣＨ－または単結合を示し、そして
　ｍおよびｎは、互いに独立して、０、１、２、または３を示し、
　ｍは、好ましくは１、２、または３を示し、そして
　ｎは、好ましくは０、１または２、特に好ましくは１または２を示す。）
ならびに／または、
【００３０】
　ｃ）１種以上の式ＩＶの化合物。

【００３１】
（式中、
　Ｒ４１およびＲ４２は、互いに独立して、式ＩＩの下にＲ２について上に示される意味
を有し、好ましくはＲ４１はアルキルを示し、Ｒ４２はアルキルもしくはアルコキシを示
し、またはＲ４１はアルケニルを示し、Ｒ４２はアルキルを示し、
【００３２】
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【化７】

【００３３】
　Ｚ４１およびＺ４２は、互いに独立して、そして、もしＺ４１が２回出現する場合は、
これらも互いに独立して、－ＣＨ２ＣＨ２－、－ＣＯＯ－、トランス－ＣＨ＝ＣＨ－、ト
ランス－ＣＦ＝ＣＦ－、－ＣＨ２Ｏ－、－ＣＦ２Ｏ－、－Ｃ≡Ｃ－、または単結合を示し
、好ましくは、それらの１つまたは複数が単結合を示し、そして
　ｐは、０、１または２、好ましくは０または１を示す。）
ならびに／または、
【００３４】
　ｄ）１種以上の式ＶＩＩＩの化合物。
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【００３５】
【化８】

【００３６】
（式中、
　Ｒ８１およびＲ８２は、互いに独立して、式ＩＩの下にＲ２について上に示される意味
を有し、そして
【００３７】
【化９】

【００３８】
　Ｚ８１およびＺ８２は、互いに独立して、－ＣＨ２ＣＨ２－、－Ｃ≡Ｃ－、－ＣＯＯ－
、トランス－ＣＨ＝ＣＨ－、トランス－ＣＦ＝ＣＦ－、－ＣＨ２Ｏ－、－ＣＦ２Ｏ－また
は単結合、好ましくは、それらの１つまたは複数が単結合を示し、非常に好ましくは、両
方が単結合を示し、
　Ｌ８１およびＬ８２は、互いに独立して、Ｃ－ＦまたはＮを示し、好ましくはＬ８１お
よびＬ８２のうちの１つまたは両方がＣ－Ｆを示し、非常に好ましくは、両方がＣ－Ｆを
示し、そして
　ｓは、０または１を示し、そして
　Ｌ８１およびＬ８２は、互いに独立して、Ｃ－ＦまたはＮを示し、好ましくはＬ８１お
よびＬ８２のうちの１つまたは両方がＣ－Ｆを示し、非常に好ましくは両方が、Ｃ－Ｆを
示し、そして
【００３９】
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【化１０】

【００４０】
　本発明はさらに、１種以上の重合可能な化合物をさらに含む、上記および下記のＬＣ媒
体に関する。
【００４１】
　本願では、元素は全て、それぞれの同位体を含む。特に、化合物中の１つまたは複数の
Ｈは、Ｄで置き換えられてもよく、いくつかの実施形態では、これも特に好ましい。対応
する化合物の相応に高度な重水素化は、例えば、化合物の検出および認識を可能とする。
これは、いくつかの場合、特に式Ｓ１およびＳ２の化合物の場合に、非常に役立つ。
【００４２】
　本願では、
　アルキルは、特に好ましくは、直鎖状のアルキル、特にＣＨ３－、Ｃ２Ｈ５－、ｎ－Ｃ

３Ｈ７－、ｎ－Ｃ４Ｈ９－またはｎ－Ｃ５Ｈ１１－を示し、そして
　アルケニルは、特に好ましくは、ＣＨ２＝ＣＨ－、Ｅ－ＣＨ３－ＣＨ＝ＣＨ－、ＣＨ２

＝ＣＨ－ＣＨ２－ＣＨ２－、Ｅ－ＣＨ３－ＣＨ＝ＣＨ－ＣＨ２－ＣＨ２－またはＥ－（ｎ
－Ｃ３Ｈ７）－ＣＨ＝ＣＨ－を示す。
【００４３】
　本願による液晶媒体は、好ましくは、合計で１ｐｐｍ～２５，０００ｐｐｍ、好ましく
は５０ｐｐｍ～２０，０００ｐｐｍ、さらにより好ましくは１００～１５，０００ｐｐｍ
、好ましくは最大１０，０００ｐｐｍ、そして、非常に特に好ましくは２００ｐｐｍ～１
０，０００ｐｐｍの式Ｓ１およびＳ２の化合物を含む。さらに好ましい実施形態では、本
願による液晶媒体は、合計で１ｐｐｍ～２，０００ｐｐｍ、好ましくは１０ｐｐｍ～１，
０００ｐｐｍ、さらにより好ましくは２０～６００ｐｐｍ、好ましくは最大５００ｐｐｍ
、そして、非常に特に好ましくは、５０ｐｐｍ～４００ｐｐｍの式Ｓ１およびＳ２の化合
物を含む。
【００４４】
　式Ｓ１およびＳ２の化合物は、液晶混合物の安定剤として突出して適している。特にそ
れらは、そのような混合物の非常に効率的な熱安定化を提供する。これらの化合物とは対
照的に、これまでに良好な熱安定性を提供することが知られている化合物は、多かれ少な
かれ、ＵＶ暴露により「電圧保持率（ｖｏｌｔａｇｅ　ｈｏｌｄｉｎｇ　ｒａｔｉｏ）」
（略してＶＨＲまたは単にＨＲ）のかなりの低下をもたらす。比較すると、式Ｓ１および
Ｓ２の化合物は、有意な改善を示す。ＵＶ暴露後における混合物のＨＲはしばしば、依然
として低下するものの、ＵＶ暴露によるＨＲのこの低下は、これまでに知られている材料
の場合に生じるものに比べて有意に減少している。
【００４５】
　式Ｓ１の好ましい化合物は、以下の下位式から選択される。
【００４６】
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【化１１】

【００４７】
　最も好ましいものは、式Ｓ１ａの化合物である。
【００４８】
　式Ｓ２の好ましい化合物は、以下の下位式から選択される。
【００４９】
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【化１２】

【００５０】
　最も好ましいものは、式Ｓ２ａの化合物である。
【００５１】
　本発明の好ましい実施形態では、本発明による媒体は、好ましくはそれぞれの好ましい
下位式から選択される式Ｓ１およびＳ２の１種以上の化合物、
および
　好ましくはその好ましい下位式から選択される式ＩＩの１種以上の化合物、
および／または
　好ましくはその好ましい下位式から選択される式ＩＩＩの１種以上の化合物、
および／または
　好ましくはその好ましい下位式から選択される式ＩＶの１種以上の化合物、
および／または
　好ましくはその好ましい下位式から選択される式ＶＩＩＩの１種以上の化合物
を含む。
【００５２】
　式Ｓ１およびＳ２またはその好ましい下位式の化合物に加えて、本発明による媒体は好
ましくは、５％以上～９０％以下、好ましくは１０％以上～８０％以下、特に好ましくは
２０％以上～７０％以下の範囲の総濃度で、式Ｉｖの１種以上の誘電的に中性の化合物を
含む。
【００５３】
　式ＩＩおよびＩＩＩの化合物は、好ましくは、誘電的に正の化合物であり、好ましくは
３より大きい誘電異方性を有する。
【００５４】
　式ＩＶの化合物は、好ましくは、誘電的に中性の化合物であり、好ましくは－１．５～
３の範囲の誘電異方性を有する。
【００５５】
　式Ｓ１およびＳ２の化合物は、液晶混合物の安定剤として突出して適している。特にそ
れらは、混合物の非常に効率的な熱安定化を提供する。良好な熱安定性を提供するこれま
での材料は、多かれ少なかれ、ＵＶ暴露時にＨＲのかなりの低下をもたらす。比較すると
、式Ｓ１およびＳ２の化合物は改善、すなわち、ＵＶ曝露時におけるＨＲの低下の減少を
示す。
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【００５６】
　式ＩＩおよび／またはＩＩＩの個々の化合物は、１～２０％、好ましくは１～１５％の
濃度で使用される。特に、それぞれの場合において２つ以上の同族化合物、すなわち、同
じ式の化合物が使用される場合、これらの制限が適用される。式の化合物の単一の物質の
み、すなわち１種のホモログのみが使用される場合、その濃度は、よって、２～２０％、
好ましくは３～１４％の範囲とされ得る。
【００５７】
　式Ｓ１およびＳ２またはそれらの好ましい下位式の化合物に加えて、本発明による媒体
は、好ましくは、式ＩＩおよびＩＩＩの群から選択される、３より大きい誘電異方性を有
する１種以上の誘電的に正の化合物を含む。
【００５８】
　本発明の好ましい実施形態では、本発明による媒体は、式ＩＩ－１～ＩＩ－４、好まし
くは式ＩＩ－１および／またはＩＩ－２の化合物群から選択される１種以上の化合物を含
む。
【００５９】
【化１３】

【００６０】
（式中、パラメータは、式ＩＩの下に上に示されるそれぞれの意味を有し、Ｌ２３および
Ｌ２４は、互いに独立して、ＨまたはＦを示し、好ましくはＬ２３は、Ｆを示し、
【００６１】
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【化１４】

【００６２】
　そして、式ＩＩ－１およびＩＩ－４の場合、Ｘ２は、好ましくはＦまたはＯＣＦ３、特
に好ましくはＦを示し、そして、式ＩＩ－３の場合においては、
【００６３】

【化１５】

【００６４】
および／または、式ＩＩＩ－１およびＩＩＩ－２の化合物群から選択される。）
【００６５】

【化１６】

【００６６】
（式中、パラメータは、式ＩＩＩの下に与えられた意味を有する。）
【００６７】
　好ましい実施形態において、本発明による媒体は、式ＩＩＩ－１および／またはＩＩＩ
－２の化合物に代えて、またはそれに加えて、式ＩＩＩ－３の１種以上の化合物を含む。
【００６８】



(28) JP 2020-63418 A 2020.4.23

10

20
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【００６９】
（式中、パラメータは、上に示したそれぞれの意味を有し、パラメータＬ３１およびＬ３

２は、互いに他のパラメーターとは独立して、ＨまたはＦを示す。）
【００７０】
　本発明による媒体は、好ましくは、式ＩＩ－１～ＩＩ－４の化合物群から選択される１
種以上の化合物を含み、式中、Ｌ２１およびＬ２２ならびに／またはＬ２３およびＬ２４

は、両方ともＦを示す。
【００７１】
　好ましい実施形態において、媒体は、式ＩＩ－２およびＩＩ－４の化合物群から選択さ
れる１種以上の化合物を含み、式中、Ｌは、２１、Ｌ２２、Ｌ２３およびＬ２４は、全て
Ｆを示す。
【００７２】
　媒体は、好ましくは、式ＩＩ－１の１種以上の化合物を含む。式ＩＩ－１の化合物は、
好ましくは、式ＩＩ－１ａ～ＩＩ－１ｆの化合物群から選択される。
【００７３】



(29) JP 2020-63418 A 2020.4.23

10

20

30

40

50

【化１８】

【００７４】
（式中、パラメーターは上に示したそれぞれの意味を有し、Ｌ２３～Ｌ２５は、互いに他
のパラメーターとは独立して、ＨまたはＦを示し、そして
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　好ましくは
　式ＩＩ－１ａおよびＩＩ－１ｂにおいて、Ｌ２１およびＬ２２はどちらもＦを示し、
　式ＩＩ－１ｃおよびＩＩ－１ｄにおいて、Ｌ２１とＬ２２は、両方ともＦを示し、およ
び／またはＬ２３およびＬ２４は、両方ともＦを示し、
　式ＩＩ－１ｅにおいて、Ｌ２１、Ｌ２２およびＬ２５は、Ｆを示し、それぞれの場合に
おいて、他のパラメーターはそれぞれ上に与えられた意味を有する。）
【００７５】
　式ＩＩ－１の特に好ましい化合物は、以下の化合物、特に式ＩＩ－１ａ－２の化合物で
ある。
【００７６】
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【化１９】

【００７７】
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（式中、Ｒ２は、上に示した意味を有する。）
【００７８】
　媒体は、好ましくは、式ＩＩ－２の１種以上の化合物を含み、これは、好ましくは式Ｉ
Ｉ－２ａ～ＩＩ－２ｋの化合物群から選択される。
【００７９】
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【００８０】
（式中、パラメータは上に示したそれぞれの意味を有し、そして、Ｌ２５～Ｌ２８は、互
いに独立して、ＨまたはＦを示し、好ましくはＬ２７およびＬ２８は両方ともＨを示し、
特に好ましくはＬ２６はＨを示し、そして、他のパラメータは上に与えられたそれぞれの
意味を有する。）
【００８１】
　本発明による媒体は、好ましくは、式ＩＩ－２ａ～ＩＩ－２ｋの化合物群から選択され
る１種以上の化合物を含み、式中、Ｌ２１およびＬ２２は両方ともＦを示し、および／ま
たはＬ２３およびＬ２４は両方ともＦを示し、他のパラメータは、上に与えられたそれぞ
れの意味を有する。
【００８２】
　好ましい実施形態において、本発明による媒体は、式ＩＩ－２ａ～ＩＩ－２ｋの化合物
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群より選択される１種以上の化合物を含み、式中、Ｌ２１、Ｌ２２、Ｌ２３およびＬ２４

は、全てＦを示し、他のパラメーターは、それぞれ上で与えられた意味を有する。
【００８３】
　式ＩＩ－２の特に好ましい化合物は、以下の式の化合物、特に好ましくは、式ＩＩ－２
ａ－１および／またはＩＩ－２ｈ－１および／またはＩＩ－２ｊ－１および／またはＩＩ
－２ｋ－１の化合物である。
【００８４】
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【００８５】
（式中、Ｒ２およびＸ２は、上に示された意味を有し、Ｘ２は、好ましくはＦを示す。）
【００８６】
　本発明による媒体は、好ましくは式ＩＩ－３ａ～ＩＩ－３ｃの化合物群より選択される
式ＩＩ－３の１種以上の化合物を含むことが好ましい。
【００８７】
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【化２２】

【００８８】
（式中、パラメータは上に示したそれぞれの意味を有し、Ｌ２１およびＬ２２は好ましく
は両方ともＦを示す。）
【００８９】
　好ましい実施形態において、本発明による媒体は、式ＩＩ－４、好ましくは式ＩＩ－４
ａの１種以上の化合物を含み、式中、パラメータは上に与えられた意味を有し、Ｘ２は、
好ましくはＦまたはＯＣＦ３、特に好ましくはＦを示す。
【００９０】
　本発明による媒体は、好ましくは式ＩＩＩ－１ａ～ＩＩＩ－１ｂの化合物群より選択さ
れる式ＩＩＩ－１の１種以上の化合物を含むことが好ましい。
【００９１】
【化２３】
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（式中、パラメータは、上に示したそれぞれの意味を有し、パラメータＬ３３およびＬ３

４は、互いに他のパラメーターとは独立して、ＨまたはＦを示す。）
【００９３】
　本発明による媒体は、好ましくは式ＩＩＩ－１ａ－１～ＩＩＩ－１ａ－６の化合物群よ
り選択される式ＩＩＩ－１ａの１種以上の化合物を含むことが好ましい。
【００９４】
【化２４】

【００９５】
（式中、Ｒ３は、上に示した意味を有する。）
【００９６】
　本発明による媒体は、好ましくは式ＩＩＩ－１ｂ－１～ＩＩＩ－１ｂ－４、好ましくは
式ＩＩＩ－１ｂ－４の化合物群より選択される式ＩＩＩ－１ｂの１種以上の化合物を含む
ことが好ましい。
【００９７】
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【００９８】
（式中、Ｒ３は、上に示した意味を有する。）
【００９９】
　本発明による媒体は、好ましくは式ＩＩＩ－２ａ～ＩＩＩ－２ｋの化合物群より選択さ
れる式ＩＩＩ－２の１種以上の化合物を含むことが好ましい。
【０１００】
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（式中、パラメータは、上に与えられた意味を有し、好ましくは、パラメータは、上に示
したそれぞれの意味を有し、パラメータＬ３３、Ｌ３４、Ｌ３５およびＬ３６は、互いに
他のパラメーターとは独立して、ＨまたはＦを示す。）
【０１０２】
　本発明による媒体は、好ましくは式ＩＩＩ－２ａ－１～ＩＩＩ－２ａ－５の化合物群よ
り選択される式ＩＩＩ－２ａの１種以上の化合物を含むことが好ましい。
【０１０３】
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【化２７】

【０１０４】
（式中、Ｒ３は、上に示した意味を有する。）
【０１０５】
　本発明による媒体は、好ましくは式ＩＩＩ－２ｂ－１～ＩＩＩ－２ｂ－２、好ましくは
式ＩＩＩー２ｂ－２の化合物群より選択される式ＩＩＩ－２ｂの１種以上の化合物を含む
ことが好ましい。
【０１０６】
【化２８】

【０１０７】
（式中、Ｒ３は、上に示した意味を有する。）
【０１０８】
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　本発明による媒体は、好ましくは式ＩＩＩ－２ｃ－１～ＩＩＩ－２ｃ－６の化合物群よ
り選択される式ＩＩＩ－２ｃの１種以上の化合物を含むことが好ましく、特に好ましくは
、式ＩＩＩ－２ｃ－１および／またはＩＩＩ－２ｃ－２および／またはＩＩＩ－２ｃ－４
の化合物である。
【０１０９】
【化２９】

【０１１０】
（式中、Ｒ３は、上に示した意味を有する。）
【０１１１】
　本発明による媒体は、好ましくは、式ＩＩＩ－２ｄおよびＩＩＩ－２ｅの化合物群より
選択され、好ましくは、式ＩＩＩ－２ｄ－１およびＩＩＩ－２ｅ－１の化合物群より選択
される１種以上の化合物を含む。
【０１１２】
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【０１１３】
（式中、Ｒ３は、上に示した意味を有する。）
【０１１４】
　本発明による媒体は、好ましくは式ＩＩＩ－２ｆ－１～ＩＩＩ－２ｆ－５の化合物群よ
り選択される式ＩＩＩ－２ｆの１種以上の化合物を含むことが好ましい。
【０１１５】
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【０１１６】
（式中、Ｒ３は、上に示した意味を有する。）
【０１１７】
　本発明による媒体は、好ましくは式ＩＩＩ－２ｇ－１～ＩＩＩ－２ｇ－５の化合物群よ
り選択される式ＩＩＩ－２ｇの１種以上の化合物を含むことが好ましい。
【０１１８】
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【０１１９】
（式中、Ｒ３は、上に示した意味を有する。）
【０１２０】
　本発明による媒体は、好ましくは式ＩＩＩ－２ｈ－１～ＩＩＩ－２ｈ－３、好ましくは
式ＩＩＩ－２ｈ－３の化合物群より選択される式ＩＩＩ－２ｈの１種以上の化合物を含む
ことが好ましい。
【０１２１】
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【化３３】

【０１２２】
（式中、パラメータは上に与えられた意味を有し、Ｘ３は、好ましくはＦを示す。）
【０１２３】
　本発明による媒体は、好ましくは、式ＩＩＩ－２ｉ－１～ＩＩＩ－２ｉ－２、特に好ま
しくは式ＩＩＩー２ｉ－２の化合物群より選択される式ＩＩＩ－２ｉの１種以上の化合物
を含むことが好ましい。
【０１２４】
【化３４】

【０１２５】
（式中、パラメータは上に与えられた意味を有し、Ｘ３は、好ましくはＦまたはＯＣＦ３

を示す。）
【０１２６】
　本発明による媒体は、好ましくは、式ＩＩＩ－２ｊ－１～ＩＩＩ－２ｊ－２、特に好ま
しくは式ＩＩＩー２ｊ－１の化合物群より選択される式ＩＩＩ－２ｊの１種以上の化合物
を含むことが好ましい。
【０１２７】
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【０１２８】
（式中、パラメータは、上に与えられた意味を有する。）
【０１２９】
　本発明による媒体は、好ましくは、式ＩＩＩ－２ｋ、好ましくは式ＩＩＩ－２ｋ－１の
１種以上の化合物を含む。
【０１３０】

【化３６】

【０１３１】
（式中、パラメータは上に与えられた意味を有し、Ｘ３は、好ましくはＦを示す。）
【０１３２】
　式ＩＩＩ－１および／またはＩＩＩ－２の化合物の代わりに、またはそれに加えて、本
発明による媒体は、式ＩＩＩ－３の１種以上の化合物を含みうる。
【０１３３】
【化３７】

【０１３４】
（式中、パラメータは式ＩＩＩの下に上記のそれぞれの意味を有する。）
【０１３５】
　これらの化合物は、好ましくは式ＩＩＩ－３ａおよびＩＩＩ－３ｂの群から選択される
。
【０１３６】
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【０１３７】
（式中、Ｒ３は、上に示した意味を有する。）
【０１３８】
　本発明による液晶媒体は、好ましくは、誘電的に中性の成分、成分Ｃを含む。この成分
は、－１．５～３の範囲の誘電異方性を有している。それは好ましくは、－１．５～３の
範囲の誘電異方性を有する誘電的に中性の化合物を含む、より好ましくは主にそれから成
る、さらにより好ましくは本質的にそれから成る、特に好ましくは完全にそれから成る。
この成分は、好ましくは１種以上の誘電的に中性の化合物を含み、より好ましくは主に－
１．５～３の範囲の誘電異方性を有する式ＩＶの化合物から成り、さらにより好ましくは
本質的にそれから成り、非常に好ましくは完全にそれから成る。
【０１３９】
　誘電的に中性の成分、成分Ｃは好ましくは、式ＩＶ－１～ＩＶ－８の化合物群から選択
される１種以上の化合物を含む。
【０１４０】
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【化３９】

【０１４１】
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（式中、Ｒ４１およびＲ４２は、式ＩＶの下で上記に示したそれぞれの意味を有し、式Ｉ
Ｖ－１、ＩＶ－６およびＩＶ－７においては、Ｒ４１は、好ましくはアルキルまたはアル
ケニル、好ましくはアルケニルを示し、Ｒ４２は、好ましくはアルキルまたはアルケニル
、好ましくはアルキルを示し、式ＩＶ－２においては、Ｒ４１およびＲ４２は、好ましく
はアルキルを示し、式ＩＶ－５においては、Ｒ４１は、好ましくはアルキルまたはアルケ
ニル、より好ましくはアルキルを示し、Ｒ４２は、好ましくはアルキル、アルケニルまた
はアルコキシ、より好ましくはアルケニルまたはアルコキシを示し、式ＩＶ－４およびＩ
Ｖ－８においては、Ｒ４１は、好ましくは、アルキルを示し、Ｒ４２は、好ましくは、ア
ルキルまたはアルコキシ、より好ましくはアルコキシを示す。）
【０１４２】
　誘電的に中性の成分である成分Ｃは、好ましくは式ＩＶ－１、ＩＶ－５、ＩＶ－６およ
びＩＶ－７の化合物、好ましくは式ＩＶ－１の１種以上の化合物および式ＩＶ－５および
ＩＶ－６の群から選択される１種以上の化合物、より好ましくは式ＩＶ－１、ＩＶ－５お
よびＩＶ－６のそれぞれの１種以上の化合物、非常に好ましくは、式ＩＶ－１、ＩＶ－５
、ＩＶ－６およびＩＶ－７のそれぞれの１種以上の化合物の群から選択される１種以上の
化合物を含む。
【０１４３】
　好ましい実施形態では、本発明による媒体は、式ＩＶ－４の１種以上の化合物、より好
ましくは式ＣＰ－Ｖｎおよび／またはＣＰ－ｎＶ－ｍおよび／またはＣＰ－Ｖｎ－ｍのそ
のそれぞれの下位式、より好ましくは式ＣＰ－Ｖｎおよび／またはＣＰ－Ｖ２－ｎ、そし
て非常に好ましくは、式ＣＰ－Ｖ－１およびＣＰ－Ｖ２－１の群から選択される化合物を
含む。これらの略語（頭字語）の定義は、以下の表Ｄに示されているか、表Ａ～Ｃから明
らかである。
【０１４４】
　好ましい実施形態では、本発明による媒体は、式ＩＶ－５の１種以上の化合物、より好
ましくは、式ＣＣＰ－Ｖｎおよび／またはＣＣＰ－ｎＶ－ｍおよび／またはＣＣＰ－Ｖｎ
－ｍのそのそれぞれの下位式、より好ましくは式ＣＣＰ－Ｖｎおよび／またはＣＣＰ－Ｖ
２－ｎ、そして非常に好ましくは、式ＣＣＰ－Ｖ－１およびＣＣＰ－Ｖ２－１の群から選
択される化合物を含む。これらの略語（頭字語）の定義は、以下の表Ｄに示されているか
、表Ａ～Ｃから明らかである。
【０１４５】
　同様に好ましい実施形態では、本発明による媒体は、式ＩＶ－１の１種以上の化合物、
より好ましくは式ＣＣ－ｎｍ、ＣＣ－ｎＶ、ＣＣ－ｎ－Ｖｍ、ＣＣ－ＶＶ、ＣＣ－Ｖ－Ｖ
ｎおよび／またはＣＣ－ｎ－Ｖｍのそのそれぞれの下位式、より好ましくは式ＣＣ－ｎＶ
および／またはＣＣ－ｎ－Ｖｍ、そして非常に好ましくは、式ＣＣ－３－Ｖ、ＣＣ－４－
Ｖ、ＣＣ－５－Ｖ、ＣＣ－３－Ｖ１、ＣＣ－４－Ｖ１、ＣＣ－５－Ｖ１、ＣＣ－３－Ｖ２
、およびＣＣ－Ｖ－Ｖ１の群から選択される化合物を含む。これらの略語（頭字語）の定
義は、以下の表Ｄにも同様に示されているか、表Ａ～Ｃから明らかである。
【０１４６】
　以前のものと同じものでも異なるものでもよい本発明のさらに好ましい実施形態では、
本発明による液晶混合物は、成分Ｃを含み、これは、好ましくは主に上記の式ＩＶ－１～
ＩＶ－８の化合物および場合により式ＩＶ－９～ＩＶ－１５の化合物の群から選択される
式ＩＶの化合物から成り、非常に好ましくは完全にそれからなる。
【０１４７】
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【化４０】

【０１４８】
（式中、
　Ｒ４１およびＲ４２は、互いに独立して、１～７個のＣ原子を有するアルキル、アルコ
キシ、フッ素化アルキルまたはフッ素化アルコキシ、２～７個のＣ原子を有するアルケニ
ル、アルケニルオキシ、アルコキシアルキルまたはフッ素化アルケニルを示し、そして
　Ｌ４は、ＨまたはＦを示す。）
【０１４９】
　好ましい実施形態では、本発明による媒体は、式ＩＶ－１０の１種以上の化合物、より
好ましくは式ＣＰＰ－３－２、ＣＰＰ－５－式２およびＣＧＰ－３－２のそのそれぞれの
下位式、より好ましくは式ＣＰＰ－３－２および／またはＣＧＰ－３－２、そして非常に
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特に好ましくは式ＣＰＰ－３－２から選択される化合物を含む。これらの略語（頭字語）
の定義は、以下の表Ｄに示されているか、表Ａ～Ｃから明らかである。
【０１５０】
　本発明による液晶媒体は、好ましくは、式Ｖの１種以上の化合物を含む。
【０１５１】
【化４１】

【０１５２】
（式中、
　Ｒ５１およびＲ５２は、互いに独立して、式ＩＩの下にＲ２について上に示される意味
を有し、好ましくはＲ５１はアルキルを示し、Ｒ５２はアルキルまたはアルコキシを示し
、
【０１５３】

【化４２】
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【０１５４】
　Ｚ５１およびＺ５２は、互いに独立して、そして、もしＺ５１が２回出現する場合は、
これらも互いに独立して、－ＣＨ２ＣＨ２－、－ＣＯＯ－、トランス－ＣＨ＝ＣＨ－、ト
ランス－ＣＦ＝ＣＦ－、－ＣＨ２Ｏ－、－ＣＦ２Ｏ－、または単結合を示し、好ましくは
、それらの１つまたは複数が単結合を示し、そして
　ｒは０、１または２、好ましくは０または１、特に好ましくは１を示す。）
【０１５５】
　式Ｖの化合物は、好ましくは－１．５～３の範囲の誘電異方性を有する誘電的に中性の
化合物である。
【０１５６】
　本発明による媒体は、好ましくは、式Ｖ－１およびＶ－２の化合物群から選択される１
種以上の化合物を含む。
【０１５７】
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【化４３】

【０１５８】
　Ｒ５１およびＲ５２は、式Ｖの下で上に示したそれぞれの意味を有し、Ｒ５１は好まし
くはアルキルを示し、式Ｖ－１においてＲ５２は好ましくはアルケニル、好ましくは－（
ＣＨ２）２－ＣＨ＝ＣＨ－ＣＨ３を示し、式Ｖ－２において、Ｒ５２は、好ましくはアル
キルまたはアルケニル、好ましくは－ＣＨ＝ＣＨ２、－（ＣＨ２）２－ＣＨ＝ＣＨ２また
は－（ＣＨ２）２－ＣＨ＝ＣＨ－ＣＨ３を示す。
【０１５９】
　本発明による媒体は、好ましくは、式Ｖ－１およびＶ－２の化合物群から選択される１
種以上の化合物を含み、式中、Ｒ５１は好ましくはｎ－アルキルを示し、そして式Ｖ－１
においては、Ｒ５２は好ましくはアルケニルを示し、式Ｖ－２においては、Ｒ５２は好ま
しくはｎ－アルキルを示す。
【０１６０】
　好ましい実施形態では、本発明による媒体は、式Ｖ－１、より好ましくはその下位式Ｐ
Ｐ－ｎ－２Ｖｍ、さらにより好ましくは式ＰＰ－１－２Ｖ１の１種以上の化合物を含む。
これらの略語（頭字語）の定義は、以下の表Ｄに示されているか、表Ａ～Ｃから明らかで
ある。
【０１６１】
　好ましい実施形態では、本発明による媒体は、式Ｖ－２、より好ましくは下位式ＰＧＰ
－ｎｍ、ＰＧＰ－ｎＶ、ＰＧＰ－ｎ－２Ｖｍ、ＰＧＰ－ｎ－２ＶおよびＰＧＰ－ｎ－２Ｖ
ｍ、さらにより好ましくは下位式ＰＧＰ－３－ｍ、ＰＧＰ－ｎ－２ＶおよびＰＧＰ－ｎ－
Ｖ１、非常に好ましくは式ＰＧＰ－３－２、ＰＧＰ－３－３、ＰＧＰ－３－４、ＰＧＰ－
３－５、ＰＧＰ－１－２Ｖ、ＰＧＰ－２－２Ｖ、およびＰＧＰ－３－２Ｖから選択される
１種以上の化合物を含む。これらの略語（頭字語）の定義は、以下の表Ｄにも同様に示さ
れているか、表Ａ～Ｃから明らかである。
【０１６２】
　式ＩＩおよび／またはＩＩＩの化合物に代えて、またはそれに加えて、本発明による媒
体は、式ＶＩの１種以上の誘電的に正の化合物を含んでもよい。
【０１６３】

【化４４】

【０１６４】
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　Ｒ６は、１～７個のＣ原子を有するアルキル、アルコキシ、フッ素化アルキルまたはフ
ッ素化アルコキシ、２～７個のＣ原子を有するアルケニル、アルケニルオキシ、アルコキ
シアルキルまたはフッ素化アルケニル、好ましくはアルキルまたはアルケニルを示し、
【０１６５】
【化４５】

【０１６６】
　Ｌ６１およびＬ６２は、互いに独立してＨまたはＦを示し、好ましくはＬ６１はＦを示
し、
　Ｘ６は、ハロゲン、１～３個のＣ原子を有するハロゲン化アルキルまたはアルコキシ、
または２もしくは３個のＣ原子を有するハロゲン化アルケニルまたはアルケニルオキシ、
好ましくはＦ、Ｃｌ、－ＯＣＦ３または－ＣＦ３、非常に好ましくはＦ、Ｃｌまたは－Ｏ
ＣＦ３を示し、
　Ｚ６は、－ＣＨ２ＣＨ２－、－ＣＦ２ＣＦ２－、－ＣＯＯ－、トランス－ＣＨ＝ＣＨ－
、トランス－ＣＦ＝ＣＦ－、－ＣＨ２Ｏ－または－ＣＦ２Ｏ－、好ましくは－ＣＨ２ＣＨ

２－、－ＣＯＯ－、トランス－ＣＨ＝ＣＨ－または単結合、非常に好ましくは－ＣＯＯ－
またはトランス－ＣＨ＝ＣＨ－を示し、そして
　ｑは、０または１を示す。）
【０１６７】
　本発明による媒体は、好ましくは、式ＶＩ－１およびＶＩ－２の化合物群より選択され
る式ＶＩの１種以上の化合物を含むことが好ましい。
【０１６８】
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【０１６９】
（式中、パラメータは、上に示したそれぞれの意味を有し、パラメータＬ６３およびＬ６

４は、互いに他のパラメーターとは独立して、ＨまたはＦを示し、Ｚ６は好ましくは－Ｃ
Ｈ２－ＣＨ２－を示す。）
【０１７０】
　式ＶＩ－１の化合物は、好ましくは式ＶＩ－１ａおよびＶＩ－１ｂの化合物群より選択
される。
【０１７１】
【化４７】

【０１７２】
（式中、Ｒ６は、上に示した意味を有する。）
【０１７３】
　式ＶＩ－２の化合物は、好ましくは式ＶＩ－２ａ～ＶＩ－２ｄの化合物群より選択され
る。
【０１７４】
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【０１７５】
（式中、Ｒ６は、上に示した意味を有する。）
【０１７６】
　さらに、本発明による液晶媒体は、式ＶＩＩの１種以上の化合物を含んでいてもよい。
【０１７７】

【化４９】

【０１７８】
（式中、
　Ｒ７は、式ＩＩの下にＲ２について上に示されている意味を有し、
【０１７９】
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【０１８０】
　Ｚ７１およびＺ７２は、互いに独立して、－ＣＨ２ＣＨ２－、－ＣＯＯ－、トランス－
ＣＨ＝ＣＨ－、トランス－ＣＦ＝ＣＦ－、－ＣＨ２Ｏ－、－ＣＦ２Ｏ－または単結合を示
し、好ましくは、それらの１つまたは複数が単結合を示し、非常に好ましくは両方が単結
合を示し、
　ｔは、０、１または２、好ましくは０または１、より好ましくは１を示し、そして
　Ｘ７は、式ＩＩの下にＸ２について上に示される意味を有するか、あるいは、Ｒ７とは
独立して、Ｒ７について示される意味の１つを有しうる。）
【０１８１】
　式ＶＩＩの化合物は、好ましくは誘電的に正の化合物である。
【０１８２】
　さらに、本発明による液晶媒体は、式ＶＩＩＩの１種以上の化合物を含んでいてもよい
。
【０１８３】

【化５１】

【０１８４】
（式中、
　Ｒ８１およびＲ８２は、互いに独立して、式ＩＩの下にＲ２について上に示される意味
を有し、そして
【０１８５】
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【化５２】

【０１８６】
　Ｚ８１およびＺ８２は、互いに独立して、－ＣＨ２ＣＨ２－、－Ｃ≡Ｃ－、－ＣＯＯ－
、トランス－ＣＨ＝ＣＨ－、トランス－ＣＦ＝ＣＦ－、－ＣＨ２Ｏ－、－ＣＦ２Ｏ－また
は単結合、好ましくは、それらの１つまたは複数が単結合を示し、非常に好ましくは、両
方が単結合を示し、
　ｓは、０または１を示し、そして
　Ｌ８１およびＬ８２は、互いに独立して、Ｃ－ＦまたはＮを示し、好ましくはＬ８１と
Ｌ８２のうちの１つまたは両方がＣ－Ｆを示し、非常に好ましくは両方が、Ｃ－Ｆを示し
、そして
【０１８７】
【化５３】

【０１８８】
　Ｌ８１およびＬ８２の一方またはその両方が、代替的にＣ－Ｈを示してもよい。）
【０１８９】
　式ＶＩＩＩの化合物は、好ましくは誘電的に負の化合物である。好ましくは、式ＶＩＩ
Ｉの化合物は、式ＶＩＩＩの下位式の化合物の以下の群から選択される。
【０１９０】
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【化５４】

【０１９１】
（式中、個々の基は、互いに独立して、また、それぞれの出現ごとに、同一または異なり
、以下の意味を有し、
【０１９２】
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【化５５】

【０１９３】
　少なくとも１つの環Ｆが、シクロヘキセニレンであり、
　Ｒ１およびＲ２は、１～１２個のＣ原子を有するアルキルであり、ここでは、さらに、
１または２個の隣接しないＣＨ２基がＯ原子が互いに直接結合しない形で－Ｏ－、－ＣＨ
＝ＣＨ－、－ＣＯ－、－ＯＣＯ－、または－ＣＯＯ－により置換されていてもよく、好ま
しくは１～６個のＣ原子を有するアルキルまたはアルコキシであり、
　ＺＸおよびＺｙは、－ＣＨ２ＣＨ２－、－ＣＨ＝ＣＨ－、－ＣＦ２Ｏ－、－ＯＣＦ２－
、－ＣＨ２Ｏ－、－ＯＣＨ２－、－ＣＯ－Ｏ－、－Ｏ－ＣＯ－、－Ｃ２Ｆ４－、－ＣＦ＝
ＣＦ－、－ＣＨ＝ＣＨ－ＣＨ２Ｏ－または単結合、できれば単結合であり、
　Ｌ１－４はＦ、Ｃｌ、ＯＣＦ３、ＣＦ３、ＣＨ３、ＣＨ２Ｆ、ＣＨＦ２であり、
　ａは、１または２であり、
　ｂは、０または１であり、そして
　ｆは、１または２である。）
【０１９４】
　本発明による液晶媒体は、式Ｉ～ＶＩＩＩ、好ましくは式Ｉ～ＶＩＩ、より好ましくは
式ＩおよびＩＩおよび／またはＩＩＩおよび／またはＩＶおよび／またはＶＩの化合物群
から選択される１種以上の化合物を含むことが好ましい。それらは、特に好ましくは主に
これらの化合物から成り、さらにより好ましくは本質的にこれらの化合物から成り、非常
に好ましくは完全にこれらの化合物から成る。
【０１９５】
　本願において、組成物に関連する「含む（ｃｏｍｐｒｉｓｅ）」とは、問題の実体、す
なわち媒体または成分が、示された成分または成分（複数）または化合物を、好ましくは
総濃度で１０％以上、非常に好ましくは２０％以上含むことを意味する。
【０１９６】
　これに関連して、「主に～から成る（ｐｒｅｄｏｍｉｎａｎｔｌｙ　ｃｏｎｓｉｓｔ　
ｏｆ）」とは、問題の実体が５５％以上、好ましくは６０％以上、非常に好ましくは７０
％以上の示された成分または成分（複数）または化合物を含むことを意味する。
【０１９７】
　これに関連して、「本質的に～から成る（ｅｓｓｅｎｔｉａｌｌｙ　ｃｏｎｓｉｓｔ　
ｏｆ）」とは、問題の実体が、示された成分または成分（複数）または化合物を８０％以
上、好ましくは９０％以上、非常に好ましくは９５％以上含むことを意味する。
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【０１９８】
　これに関連して、「実質的に完全に～から成る（ｖｉｒｔｕａｌｌｙ　ｃｏｍｐｌｅｔ
ｅｌｙ　ｃｏｎｓｉｓｔ　ｏｆ）」または「完全に～から成る（ｅｎｔｉｒｅｌｙ　ｃｏ
ｎｓｉｓｔ　ｏｆ）」とは、問題の実態が、示された成分または成分（複数）または化合
物を９８％以上、好ましくは９９％以上、非常に好ましくは１００％含むことを意味する
。
【０１９９】
　上に明示的に言及されていない他のメソゲン化合物も、本発明による媒体において場合
により有利に使用され得る。そのような化合物は、当業者に知られている。
【０２００】
　本発明による液晶媒体は、好ましくは７０℃以上、より好ましくは７５℃以上、特に好
ましくは８０℃以上、非常に特に好ましくは８５℃以上の透明点を有する。
【０２０１】
　本発明による媒体のネマチック相は、好ましくは、少なくとも０℃以下～７０℃以上、
より好ましくは少なくとも－２０℃以下～７５℃以上、非常に好ましくは少なくとも－３
０℃以下～７５℃以上、特に少なくとも－４０℃以下～８０℃以上に及ぶ。
【０２０２】
　本発明による液晶媒体のΔεは、１ｋＨｚおよび２０℃において、好ましくは２以上、
より好ましくは３以上、さらにより好ましくは４以上、非常に好ましくは６以上である。
Δεは、３０以下が好ましく、Δεは、２０以下が特に好ましい。
【０２０３】
　本発明による液晶媒体のΔｎは、５８９ｎｍ（ＮａＤ）および２０℃において、好まし
くは０．０６０以上０．３００以下の範囲、好ましくは０．０７０以上０．１５０以下の
範囲、より好ましくは０．０８０以上０．１４０以下の範囲、さらにより好ましくは０．
０９０以上０．１３５以下の範囲、非常に特に好ましくは０．１００以上０．１３０以下
の範囲である。
【０２０４】
　本願の第１の好ましい実施形態では、本発明による液晶媒体のΔｎは、好ましくは０．
０８０以上～０．１２０以下、より好ましくは０．０９０以上～０．１１０以下の範囲、
非常に特に好ましくは０．０９５以上～０．１０５以下の範囲である一方、Δεは、好ま
しくは、６以上～１１以下の範囲、好ましくは７以上～１０以下の範囲、特に好ましくは
８以上～９以下の範囲である。
【０２０５】
　この実施形態では、本発明による媒体のネマチック相は、少なくとも－２０℃以下から
７０℃以上、より好ましくは少なくとも－２０℃以下から７０℃以上、非常に好ましくは
少なくとも－３０℃以下から７０℃以上、特に少なくとも－４０℃以下から７０℃以上に
及ぶ。
【０２０６】
　本願の第２の好ましい実施形態では、本発明による液晶媒体のΔｎは、好ましくは０．
０６０以上０．３００以下であり、好ましくは０．１００以上０．１４０以下の範囲、よ
り好ましくは０．１１０以上０．１３０以下の範囲、非常に特に好ましくは、０．１１５
以上０．１２５以下の範囲である一方、Δεは、好ましくは、７以上１３以下の範囲、好
ましくは９以上２０以下の範囲、特に好ましくは１０以上１７以下の範囲である。
【０２０７】
　この実施形態では、本発明による媒体のネマチック相は、好ましくは少なくとも－２０
℃以下から８０℃以上、より好ましくは少なくとも－２０℃以下から８５℃以上、非常に
好ましくは少なくとも－３０℃以下～８０℃以上、特に少なくとも－４０℃以下～８５℃
以上に及ぶ。
【０２０８】
　本発明によれば、式Ｓ１およびＳ２の化合物は一緒になって、好ましくは１ｐｐｍ～５
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，０００％、より好ましくは１０ｐｐｍ～３．０００ｐｐｍ、より好ましくは１００ｐｐ
ｍ～２，０００ｐｐｍ、より好ましくは２００ｐｐｍから１５００ｐｐｍ、非常に好まし
くは２５０ｐｐｍから１０００ｐｐｍの混合物全体の総濃度において、媒体において使用
される。
【０２０９】
　式ＩＩおよびＩＩＩの群から選択される化合物は、好ましくは混合物全体の２％～６０
％、より好ましくは３％～３５％、さらにより好ましくは４％～２０％、非常に好ましく
は５％～１５％の総濃度で使用される。
【０２１０】
　式ＩＶの化合物は、好ましくは混合物全体の５％～７０％、より好ましくは２０％～６
５％、さらにより好ましくは３０％～６０％、非常に好ましくは４０％～５５％の総濃度
で使用される。
【０２１１】
　式Ｖの化合物は、好ましくは、混合物全体の０％～３０％、より好ましくは０％～１５
％、非常に好ましくは１％～１０％の総濃度で使用される。
【０２１２】
　式ＶＩの化合物は、好ましくは混合物全体の０％～５０％、より好ましくは１％～４０
％、さらにより好ましくは５％～３０％、非常に好ましくは１０％～２０％の総濃度で使
用される。
【０２１３】
　本発明による媒体は、物理的性質を調整するために、場合により、さらなる液晶化合物
を含んでいてもよい。そのような化合物は、当業者に知られている。本発明による媒体中
のそれらの濃度は、好ましくは０％～３０％、より好ましくは０．１％～２０％、非常に
好ましくは１％～１５％である。
【０２１４】
　好ましい実施形態では、本発明による媒体中の式ＣＣ－３－Ｖの化合物の濃度は、５０
％～６５％、特に好ましくは５５％～６０％であり得る。
【０２１５】
　液晶媒体は、好ましくは式Ｉ－１、Ｉ－２およびＩＩ～ＶＩ、特に好ましくは式Ｉ～Ｖ
、特に式Ｉ－１、Ｉ－２、ＩＩ、ＩＩＩ、ＩＶ、ＶおよびＶＩＩ、および非常に特に好ま
しくは式Ｉ－１、Ｉ－２、ＩＩ、ＩＩＩ、ＩＶおよびＶの化合物群から選択される、式Ｉ
～ＶＩＩの化合物を好ましくは合計で５０～１００％、より好ましくは７０～１００％、
非常に好ましくは８０～１００％、特に９０～１００％含む。それらは好ましくは、これ
らの化合物から主に成り、非常に好ましくは実質的に完全にこれらの化合物から成る。好
ましい実施形態では、各場合における液晶媒体は、これらの式のそれぞれの１種以上の化
合物を含む。
【０２１６】
　本願において、誘電的に正という表現は、Δε＞３．０である化合物または成分を表し
、誘電的に中性は、－１．５≦Δε≦３．０であるもの、そして、誘電的に負は、Δε＜
－１．５であるものを表す。Δεは、１ｋＨｚの周波数および２０℃で測定される。それ
ぞれの化合物の誘電異方性は、ネマチックホスト混合物中のそれぞれの個々の化合物の１
０％の溶液の結果から決定される。ホスト混合物中のそれぞれの化合物の溶解度が１０％
未満の場合、濃度は５％に下げられる。試験混合物の静電容量は、ホメオトロピック配向
を有するセルとホモジニアス配向を有するセルの両方で決定される。両タイプのセルのセ
ル厚は約２０μｍである。印加される電圧は、１ｋＨｚの周波数と通常０．５Ｖ～１．０
Ｖの有効値を持つ矩形波であるが、それぞれの試験混合物の容量閾値よりも低くなるよう
に常に選択される。
【０２１７】
　Δεは（ε｜｜－ε⊥）と定義される一方、εａｖ．は（ε｜｜＋２ε⊥）／３である
。
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【０２１８】
　誘電的に正の化合物に使用されるホスト混合物は、混合物ＺＬＩ－４７９２であり、誘
電的に中性および誘電的に負の化合物に使用されるものは、混合物ＺＬＩ－３０８６であ
る（共にＭｅｒｃｋ　ＫＧａＡ，Ｇｅｒｍａｎｙ）。化合物の誘電率の絶対値は、対象化
合物の添加時のホスト混合物のそれぞれの値の変化から決定される。値は、１００％の対
象化合物の濃度に外挿される。
【０２１９】
　２０℃の測定温度でネマチック相を有する成分はそのまま測定し、その他は全て化合物
のように処理される。
【０２２０】
　本願では、どちらの場合も特に明記しない限り、閾値電圧という表現は、光学的閾値を
指し、１０％の相対コントラスト（Ｖ１０）について与えられ、飽和電圧という表現は、
光学的飽和を指し、９０％の相対コントラスト（Ｖ９０）について与えられる。フレデリ
クス閾値（ＶＦｒ）とも呼ばれる容量閾値電圧（Ｖ０）は、明示的に言及した場合にのみ
使用される。
【０２２１】
　本願において示すパラメーターの範囲は、全て、他に特に述べなければ、限界値を含む
。
【０２２２】
　様々な範囲の特性について示された異なる上限値および下限値は、互いに組み合わせて
、さらなる好ましい範囲を生じる。
【０２２３】
　特に断りのない限り、本願を通して、以下の条件と定義が適用される。全ての濃度は重
量パーセントで示され、それぞれの混合物全体に関連し、全ての温度は摂氏で与えられ、
全ての温度差は差示的な度数で与えられる。物理的特性は全て、“Ｍｅｒｃｋ　Ｌｉｑｕ
ｉｄ　Ｃｒｙｓｔａｌｓ，Ｐｈｙｓｉｃａｌ　Ｐｒｏｐｅｒｔｉｅｓ　ｏｆ　Ｌｉｑｕｉ
ｄ　Ｃｒｙｓｔａｌｓ”（Ｓｔａｔｕｓ　Ｎｏｖ．１９９７，Ｍｅｒｃｋ　ＫＧａＡ，　
Ｇｅｒｍａｎｙ）に従って決定され、特に明記しない限り、２０℃の温度について与えら
える。光学異方性（Δｎ）は、５８９．３ｎｍの波長で測定される。誘電率異方性（Δε
）は、１ｋＨｚの周波数で決定される。閾値電圧は、他の全ての電気光学特性と同じく、
ドイツのＭｅｒｃｋ　ＫＧａＡで製造された試験セルを使用して決定される。Δεの測定
のための試験セルは、約２０μｍのセル厚を有する。電極は１．１３ｃｍ２の面積とガー
ドリングを有する円形のＩＴＯ電極である。配向層は、ホメオトロピック配向用の日産化
学（日本）製のＳＥ－１２１１（ε｜｜）、およびホモジニアス配向用の日本合成ゴム（
日本）製のポリイミドＡＬ－１０５４（ε⊥）である。静電容量は、０．３Ｖｒｍｓの電
圧の正弦波を使用するＳｏｌａｔｒｏｎ　１２６０周波数応答アナライザーを使用して決
定される。電気光学測定で使用される光は白色光である。ここでは、Ａｕｔｒｏｎｉｃ－
Ｍｅｌｃｈｅｒｓ（ドイツ）製の市販のＤＭＳ機器を使用したセットアップが使用される
。特性電圧は、垂直観察で決定された。閾値（Ｖ１０）、ミッドグレー（Ｖ５０）および
飽和（Ｖ９０）電圧は、それぞれ１０％、５０％、９０％の相対コントラストで決定され
た。
【０２２４】
　本発明による液晶媒体は、通常の濃度でさらなる添加剤およびキラルドーパントを含ん
でもよい。これらのさらなる成分の総濃度は、混合物全体に基づいて、０％～１０％、好
ましくは０．１％～６％の範囲である。使用される個々の化合物の濃度は、それぞれ０．
１％～３％の範囲であることが好ましい。本願において、液晶成分および液晶媒体の化合
物の値および濃度範囲を示す場合、これらおよび類似の添加剤の濃度は考慮されない。
【０２２５】
　本発明による液晶媒体は、複数の化合物、好ましくは３～３０、より好ましくは４～２
０、非常に好ましくは４～１６の化合物から成る。これらの化合物は慣用の方法で混合さ
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れる。一般には、より少ない量で使用される化合物の望ましい量が、より多量に使用され
る化合物中に溶解される。温度が、より高い濃度で使用される化合物の透明点を超える場
合は、溶解プロセスの完了を観察するのは特に簡単である。しかしながら、例えば化合物
の同族混合物または共融混合物であり得る、いわゆるプレミックスを使用して、または、
成分がそれ自体すぐに使用できる混合物である、いわゆる「マルチボトル」システムを使
用して、他の従来の方法で、媒体を調製することも可能である。
【０２２６】
　適切な添加剤を添加することにより、本発明による液晶媒体は、ＴＮ、ＴＮ－ＡＭＤ、
ＥＣＢ－ＡＭＤ、ＶＡＮ－ＡＭＤ、ＩＰＳ－ＡＭＤ、ＦＦＳ－ＡＭＤ　ＬＣＤのような液
晶媒体自体、または、ＰＤＬＣ、ＮＣＡＰ、ＰＮ　ＬＣＤのような複合システム、特にＡ
ＳＭ－ＰＡ　ＬＣＤのいずれかを使用して、既知の全てのタイプの液晶ディスプレイにお
いて使用できるように改変されうる。
【０２２７】
　例えば、液晶の融点Ｔ（Ｃ、Ｎ）またはＴ（Ｃ、Ｓ）、スメクチック（Ｓ）相からネマ
チック（Ｎ）相への移行Ｔ（Ｓ、Ｎ）および透明点Ｔ（Ｎ、Ｉ）などの全ての温度は、摂
氏温度で与えられる。全ての温度差は、差示的な度数で与えられる。
【０２２８】
　本発明および特に以下の実施例において、メソゲン化合物の構造は、頭字語とも呼ばれ
る略語によって示される。これらの頭字語では、化学式が以下の表Ａ～Ｃを使用して次の
ように省略される。全ての基ＣｎＨ２ｎ＋１、ＣｍＨ２ｍ＋１およびＣｌＨ２ｌ＋１また
はＣｎＨ２ｎ－１、ＣｍＨ２ｍ－１およびＣｌＨ２ｌ－１は、それぞれｎ、ｍおよびｌ個
のＣ原子を有する直鎖状のアルキルまたはアルケニル、好ましくは１Ｅ－アルケニルを示
す。表Ａは、化合物のコア構造の環要素に使用されるコードを列挙している一方、表Ｂは
連結基を示している。表Ｃは、左手側または右手側の基のコードの意味を示している。頭
字語は、任意的な連結基を有する環要素のコード、それに続き、第１のハイフンおよび左
手側末端基のコード、ならびに、第２のハイフンおよび右手端の末端基のコードから構成
される。表Ｄは、化合物の構造例と一緒にそれぞれの略号を示している。
【０２２９】
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【０２３０】
【表２】

【０２３１】
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【０２３２】
　ここで、ｎとｍはそれぞれ整数を表し、３つのドット「．．．」は、この表の他の略語
のプレースホルダーである。
【０２３３】
　以下の表は、例示的な構造とそれぞれの略語を示している。これらは、略語の規則の意
味を説明するために示されている。それらはさらに、好ましく使用される化合物を表す。
【０２３４】
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【０２３５】
　ここで、ｎ、ｍおよびｌは、好ましくは、互いに独立して、１～７を示す。
【０２３６】
　以下の表、表Ｅは、本発明によるメソゲン媒体中の追加の安定剤として使用されうる例
示的な化合物を示す。
【０２３７】
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　本発明の好ましい実施形態では、メソゲン媒体は、表Ｅからの化合物群から選択される
１種以上の化合物を含む。
【０２３９】
　以下の表Ｆは、本発明によるメソゲン媒体中のキラルドーパントとして好ましく使用さ
れうる例示的な化合物を示す。
【０２４０】
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　本発明の好ましい実施形態では、メソゲン媒体は、表Ｆからの化合物群から選択される
１種以上の化合物を含む。
【０２４２】
　本願によるメソゲン媒体は、好ましくは、上記の表の化合物から成る群より選択される
、２以上、好ましくは４以上の化合物を含む。
【０２４３】
　本発明による液晶媒体は、好ましくは、表Ｄの化合物群から選択される、７以上、好ま
しくは８以上の個々の化合物、好ましくは３以上、特に好ましくは４以上の異なる式を含
む。
【実施例】
【０２４４】
　以下の実施例は、本発明を何ら限定することなく例示するものである。
【０２４５】
　しかしながら、物理的特性は、どのような特性が達成可能であり、どのような範囲でそ
れらが修正されうるかを当業者に示している。したがって、特に、好ましく達成可能な様
々な特性の組み合わせが、当業者にとり十分に定義されている。
【０２４６】
　以下の表に示される組成および特性を有する液晶混合物が調製され、調査される。
【０２４７】
実施例１
　正の誘電異方性を有するＬＣ混合物（Ｍ－１．０）を以下のようにして調合する。
【０２４８】
【表７】

【０２４９】
　上記の混合物（Ｍ１－０）を４つの部分に分ける。第１の部分はそのまま調査する。さ
らなる３つの部分のそれぞれに、３００ｐｐｍ、５００ｐｐｍまたは１，０００ｐｐｍの
安定剤Ｓ１ａおよび５００ｐｐｍの安定剤Ｓ２ａ１のいずれかを添加する（混合物Ｍ－１
１～Ｍ－１－３）。
【０２５０】
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【０２５１】
使用例
　実施例１におけるようにして配合したＬＣ媒体Ｍ１－１からＭ－１－３を、上述のよう
にしてＶＨＲ試験セルに充填する。
【０２５２】
　試験セルに熱応力（１００℃）をかける。ＶＨＲを様々な時間間隔（ｔｈｅａｔ）後に
上記のようにして測定する。比較目的のために、実施例１におけるようにして調合した基
準ＬＣ媒体Ｍ１－０を用いて測定を繰り返す。ＶＨＲの値を以下の表１に示す。
【０２５３】
【表８】

【０２５４】
　別セットの試験セルをＬＣＤのバックライトユニットに暴露させる。ＶＨＲを様々な時
間間隔（ｔｌｉｇｈｔ）後に上記のようにして測定する。ＶＨＲの値を以下の表２に示す
。
【０２５５】
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【表９】

【０２５６】
　安定剤Ｓ１ａとＳ２ａ１の両方を含むＬＣ媒体Ｍ１－１からＭ－１－３は、長時間の熱
暴露後のＶＨＲの減少が、式Ｓ１およびＳ２の化合物を含まないＬＣ媒体Ｍ－１と比較し
て、有意に少ないことがわかる。
【０２５７】
　添加剤が存在しないと、加熱後およびバックライト試験後の混合物のＨＲに有意な低下
が生じる。
【０２５８】
実施例２
　正の誘電異方性を有するＬＣ混合物（Ｍ－２．０）を以下のようにして調合する。
【０２５９】
【表１０】

【０２６０】
　上記混合物に、１，０００ｐｐｍの安定剤Ｓ１ａおよび５００ｐｐｍの安定剤Ｓ２ａ１
を添加する。結果として生ずる混合物は、熱負荷とバックライト負荷の両方に対して優れ
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【０２６１】
実施例３
　正の誘電異方性を有するＬＣ混合物（Ｍ－３．０）を以下のようにして調合する。
【０２６２】
【表１１】

【０２６３】
　上記混合物に、５００ｐｐｍの安定剤Ｓ１ａおよび５００ｐｐｍの安定剤Ｓ２ａ１を添
加する。結果として生ずる混合物は、熱負荷とバックライト負荷の両方に対して優れた安
定性を示す。
【０２６４】
実施例４
　正の誘電異方性を有するＬＣ混合物（Ｍ－４．０）を以下のようにして調合する。
【０２６５】
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【表１２】

【０２６６】
　上記混合物のそれぞれの一部分のそれぞれに、５００ｐｐｍの安定剤Ｓ２ａ１を添加し
、また、１００ｐｐｍ、５００ｐｐｍ、１０００ｐｐｍまたは１５００ｐｐｍの安定剤Ｓ
１ａのいずれかを添加する。結果として生ずる混合物は、熱負荷とバックライト負荷の両
方に対して優れた安定性を示す。
【０２６７】
実施例５
　正の誘電異方性を有するＬＣ混合物（Ｍ－５．０）を以下のようにして調合する。
【０２６８】
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【表１３】

【０２６９】
　上記混合物に、３００ｐｐｍの安定剤Ｓ１ａおよび５００ｐｐｍの安定剤Ｓ２ａ１を添
加する。結果として生ずる混合物は、熱負荷とバックライト負荷の両方に対して優れた安
定性を示す。
【０２７０】
実施例６
　正の誘電異方性を有するＬＣ混合物（Ｍ－６．０）を以下のようにして調合する。
【０２７１】
【表１４】

【０２７２】
　上記混合物に、３００ｐｐｍの安定剤Ｓ１ａおよび５００ｐｐｍの安定剤Ｓ２ａ１を添
加する。結果として生ずる混合物は、熱負荷とバックライト負荷の両方に対して優れた安
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【０２７３】

実施例７
　正の誘電異方性を有するＬＣ混合物（Ｍ－７．０）を以下のようにして調合する。
【０２７４】
【表１５】

【０２７５】
　上記混合物のそれぞれの部分に、それぞれ３００ｐｐｍの安定剤Ｓ１ａおよび２００ｐ
ｐｍ、５００ｐｐｍまたは８００ｐｐｍの安定剤Ｓ２ａ１を加える。結果として生ずる混
合物は、熱負荷とバックライト負荷の両方に対して優れた安定性を示す。
【０２７６】
実施例８
　正の誘電異方性を有するＬＣ混合物（Ｍ－８．０）を以下のようにして調合する。
【０２７７】
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【表１６】

【０２７８】
　上記混合物のそれぞれの部分に、それぞれ６００ｐｐｍの安定剤Ｓ２ａ１と、それぞれ
３００ｐｐｍまたは５００ｐｐｍの安定剤Ｓ１ａを添加する。結果として生ずる混合物は
、熱負荷とバックライト負荷の両方に対して優れた安定性を示す。
【０２７９】
実施例９
　正の誘電異方性を有するＬＣ混合物（Ｍ－９．０）を以下のようにして調合する。
【０２８０】
【表１７】

【０２８１】
　上記混合物に、５００ｐｐｍの安定剤Ｓ１ａおよび５００ｐｐｍの安定剤Ｓ２ａ１を添
加する。結果として生ずる混合物は、熱負荷とバックライト負荷の両方に対して優れた安
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